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宍粟市議会だより

　質問議員が500字以内に内容をまとめたものを通告順に掲載し

ています。

市
民
局
の
あ
り
方
と

学
校
園
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
民
の
声
を
的
確
に
捉
え
、

参
画
す
る
仕
組
み
・
仕
掛
け
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

船
曵
　
順
市
　
議
員

問

問

市
の
環
境
基
本
条
例
は

基
本
計
画
作
成
中

住
民
生
活
直
結
の

　
施
策
推
進
に
支
障
な
い

春
名
　
哲
夫
　
議
員

問

問

問問

問福
祉
部
長

問

福
祉
部
長

問福
祉
部
長

問

問

市
長

市
長

市
長

３０
億
円
の
大
庁
舎
建
設
は

　
　
　
　
財
政
危
機
を
招
く

岩
蕗
　
昭
美
　
議
員

　
　
　
　
市
の
環
境
基
本
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
困
難
な

　
　
　
　
　
　
　
　
課
題
で
あ

り
現
在
基
本
環
境
計
画
を
作
成

中
で
あ
る
。
全
体
的
に
は
住
民

の
モ
ラ
ル
で
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
あ
き
瓶
や
あ
き
缶
、

　
　
　
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
禁

止
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
等

　
　
　
　
　
　
　
　
で
周
知
す

る
。

　
　
　
　
山
や
川
へ
の
不
法
投

　
　
　
棄
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
禁
止
の

　
　
　
　
　
　
　
　
看
板
が
良

い
か
ど
う
か
検
討
課
題
だ
が
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
住

民
の
協
力
を
得
た
い
。

　
　
　
　
生
ゴ
ミ
処
理
器
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
波
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
町
と
旧
千

種
町
に
限
り
購
入
補
助
を
し
て

い
る
。
廃
止
か
存
続
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
た
き
火
、
野
焼
き
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
釈
が

　
　
　
　
　
　
　
　
非
常
に
む

ず
か
し
い
が
通
報
等
に
よ
り
職

員
が
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

夜
間
の
通
報
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
犬
の
飼
育
に
つ
い
て

　
　
　
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
の
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
が
目
立

つ
状
況
は
大
分
改
善
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。
さ
ら
に
周
知
と
啓

発
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　
買
物
バ
ッ
グ
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
念
な

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ら
昨
年

の
山
崎
町
で
の
持
参
率
は
１６
・

７
％
だ
っ
た
。
婦
人
会
や
水
輪

会
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
啓
発
す
る
。

問

問

市
長

市
長

市
長

　
　
　
　
財
政
の
現
状
分
析
、

　
　
　
検
証
が
で
き
る
財
務

諸
表
未
公
表
の
ま
ま
、
大
庁

舎
建
設
だ
け
急
ぐ
の
は
、
市

の
将
来
を
危
う
く
す
る
。
財

政
規
律
が
無
責
任
す
ぎ
る
。

　
　
　
　
　
　
合
併
時
に
織

　
　
　
　
　
り
こ
ん
だ
有
利

な
財
源
活
用
で
の
建
設
だ
。

　
合
併
特
例
債
事
業
は
１
６

４
億
円
で
限
度
額
に
１７
億
円

の
余
裕
が
あ
り
、
他
の
事
業

が
絵
に
描
い
た
餅
に
な
る
よ

う
な
事
は
な
い
。

　
　
　
　
実
質
公
債
費
比
率

　
　
　
は
総
務
部
発
表
１８
・

5
％
、
市
長
は
１７
・
4
％
と

不
信
感
を
抱
く
。
既
に
総
務

省
指
標
の
警
戒
水
準
１８
％
の

域
に
あ
る
。
特
例
債
も
同
じ

借
金
な
ら
住
民
生
活
に
密
接

し
た
施
策
を
優
先
す
べ
き
で
、

本
庁
舎
建
設
先
行
で
財
源
が

枯
渇
し
、
急
ぐ
べ
き
他
施
策

が
遅
れ
た
り
出
来
な
く
な
る

の
は
確
実
だ
。

　
　
　
　
　
　
庁
舎
建
設
委

　
　
　
　
　
員
会
に
は
そ
の

時
々
、
財
政
状
況
を
示
し
て

お
り
、
庁
舎
建
設
で
他
施
策

に
支
障
は
で
な
い
。
財
務
諸

表
は
で
き
る
だ
け
早
く
作
成

し
公
表
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
子
育
て
世
代
支
援

　
　
　
策
が
分
か
り
に
く
く
、

総
合
展
開
と
内
外
の
ア
ピ
ー

ル
力
の
強
化
が
必
要
だ
。
他

市
町
の
先
進
事
例
に
も
学
び

各
分
野
あ
げ
て
の
子
育
て
世

代
支
援
策
強
化
を
急
げ
。

　
　
　
　
　
　
少
子
化
対
策

　
　
　
　
　
室
、
助
役
に
よ

る
推
進
本
部
な
ど
中
心
に
、

国
県
施
策
の
動
向
を
見
な
が

ら
組
織
横
断
的
に
総
合
計
画

の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
市
民
局
の
役
割
と

　
　
　
権
限
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
住
民
相
談
に

　
　
　
　
　
対
す
る
的
確
な

対
応
と
特
色
あ
る
地
域
づ
く

り
の
支
援
で
あ
る
。
本
庁
と

市
民
局
と
の
役
割
分
担
が
十

分
に
果
た
し
て
い
な
い
部
分

が
み
ら
れ
、
組
織
・
機
構
を

検
証
し
て
い
く
。
ま
た
、
市

民
局
の
役
割
を
充
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
本
庁
と
市
民
局

と
の
関
係
を
よ
り
ス
リ
ム
化

し
て
い
く
。

　
　
　
　
新
庁
舎
建
設
を
早

　
　
　
期
に
着
工
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
本
庁
機
能
の

　
　
　
　
　
統
合
と
充
実
、

山
崎
市
民
局
の
廃
止
等
新
市

の
あ
る
べ
き
姿
を
具
体
化
し
、

維
持
管
理
費
と
人
的
経
費
の

削
減
を
図
る
。

　
　
　
　
学
校
統
廃
合
に
つ

　
　
　
い
て
。

　
　
　
　
　
　
「
新
し
い
時

　
　
　
　
　
代
に
ふ
さ
わ
し

い
学
校
教
育
の
創
造
」
の
中

で
学
校
規
模
の
適
正
化
を
含

め
「
学
校
園
の
あ
り
方
検
討

会
議
」
に
お
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
併
せ
て
、

　
　
　
　
　
　
学
校
規
模
は

少
な
く
と
も
複
式
学
級
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と

し
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
認
定
こ
ど
も
園
の

　
　
　
推
進
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
保
育
の
ニ

　
　
　
　
　
　
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
お
り
、
認
定
こ
ど
も

園
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

を
進
め
て
い
く
。


